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授賞式に出席した勝又さん（左）
と佐藤さん（姫路市総社本町で）

研
究
活
動
さ
ら
な
る
憲
欲

和
辻
賞
授
賞
式
勝
又
、
佐
藤
さ
ん

第
2
8
回
和
辻
哲
郎
文
化
賞
の

授
賞
式
が
6
日
、
姫
路
市
総
社

本
町
の
市
民
会
館
で
あ
っ
た
。

一
般
部
門
で
勝
又
浩
・
法
政
大

名
誉
教
授
（
7
7
）
（
神
奈
川
県
）

に
、
学
術
部
門
で
佐
藤
光
・
東

京
大
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

准
教
授
（
4
7
）
（
東
京
都
）
に
、

賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

式
典
で
は
、
「
私
小
説
」
が

伝
統
文
学
で
あ
る
こ
と
を
解
き

明
か
し
た
勝
又
さ
ん
の
著
作
に

つ
い
て
、
選
考
委
員
で
哲
学
者

の
梅
原
猿
さ
ん
が
「
独
創
的
で

ユ
ニ
ー
ク
。
大
胆
な
文
学
論
を

高
く
評
価
し
た
い
」
と
質
し
た
。

ま
た
、
民
芸
研
究
家
で
思
想

リ
ス
の
詩
人
、
画
家
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
に
共
通
す
る

「
肯
定
の
思
想
」
を
、
日
英
の

資
料
か
ら
検
証
し
た
佐
藤
さ

ん
の
作
品
に
対
し
、
推
薦
会

星
団
閉
園
謂

員
の
鈴
木
泉
・
東
大
大
学
院
准

教
授
が
「
比
較
文
化
研
究
に
お

け
る
壮
大
な
も
の
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。
学
問
と
し
て
も
十

分
な
価
値
が
あ
る
」
と
た
た

醇だ。勝
又
さ
ん
は
「
受
賞
に
感
激

し
て
い
る
。
今
後
は
仏
教
の
研

究
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
た
。
佐
藤
さ
ん
ば
「
こ

れ
か
ら
の
研
究
の
励
み
に
な

る
。
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

蒸
け
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
完
成

で
き
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た。
ま
た
、
記
念
講
演
と
し
て
、

作
家
の
荒
俣
宏
さ
ん
が
「
自
然

と
文
学
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。


